
西　　竜一

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標

・重要港湾八代港や新八代駅などの物流や交通結節点へのアクセス強化を図るため、主要な幹線道路となる都
市計画道路の整備を進めます。
・良好な住環境の整備に資するため、公園施設の整備を進めるとともに適切な維持管理を行います。
・健全な市街地形成及び定住促進を図るため、区画整理による街づくりを進めます。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

都市整備課

都
市
整
備
課
①

南部幹線道路整
備事業

①
具
体
的
目
標

　本路線は、南九州西回り自動車道･
八代南ＩＣと重要港湾･八代港とを結ぶ
主要な幹線道路である。
　この路線の内、一級河川南川をはさ
む都市計画道路･麦島線と市道･古城
八の字線とを結ぶ区間については、平
成28年度完成を目標に取り組む。
　平成27年度では、道路整備工事を進
めるとともに、南川橋梁上部工工事
（H27～H28）の施工に着手し、事業進
捗率90%を目指す。

　本路線の主要な施設である南川橋梁部を中心
に計画的な工事発注を行う。
○6月までに南川右岸側の橋梁上部工を発注
し、12月までに完了する。
○10月までに南川左岸側の橋梁上部工を発注
し、年度内に完了する。
○12月までに今年度予定の道路整備工事を発
注し、年度内に完了する。
○12月までに南川橋梁中央部の上部工工事を
発注する。

課重
点事
業番
号

②
課
題

、
特
記
事
項
等

　現在取り組んでいる市施工区間は、
平成28年度完成を予定していることか
ら、その目標に向け、道路整備工事及
び南川橋梁上部工工事の計画的な発
注が必要である。

建設部①

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等

都
市
整
備
課
②

西片西宮線道路
整備事業

①
具
体
的
目
標

　本路線は、新八代駅への南側からの
アクセス強化を図るため整備する、八
代臨港線と国道3号とを結ぶ幹線道路
である。
　事業実施は3区間に分けて行う予定
であり、1工区として事業実施中である
八代臨港線と市道･上片町上日置町
線とを結ぶ区間については、平成28年
度完成を目標に取り組む。
　平成27年度では、埋蔵文化財発掘
調査を完了させ、事業進捗率83%を目
指す。

　埋蔵文化財発掘調査を平成27年度中に完了さ
せるため、必要な事務手続きを早期に実施す
る。
○5月までに文化財調査担当部局（文化振興課）
と発掘調査実施協定を締結する。
○6月までに埋蔵文化財発掘調査に着手し、年
度内に完了する。

建設部②

②
課
題

、
特
記
事
項
等

　現在取り組んでいる1工区について
は、平成28年度完成を予定しているた
め、本格的な工事の着手に必要な埋
蔵文化財発掘調査を早期に完了する
必要がある。

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等



課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

課重
点事
業番
号

①交渉を継続して行い物件移転補償の早期契
約及び地区内道路整備工事の早期発注を行う。
○12月までに物件補償契約を締結する。
○12月までに順次道路整備工事を発注し、年度
内に完了する。
②従来の公募に加え、新たに、民間不動産業者
等の販売斡旋に対する成功報酬を支払う「保留
地販売促進事業」を実施する。
○5月までに「熊本県宅地建物取引業協会」に保
留地販売促進事業の同協会会員への周知を依
頼し、事業案内文書の配布を行う。

①
具
体
的
目
標龍峯地区公園整

備事業

都
市
整
備
課
④

公園施設の維持
管理及び老朽化
施設の更新

①
具
体
的
目
標

①既設公園の良好な環境及び施設の
安全性を確保するため、清掃及び施
設修繕の迅速な対応を行う。
②公園施設長寿命化計画に基づき公
園利用者の安全安心を確保するた
め、老朽化した施設の更新を行う。
　平成27年度では、5公園の遊具の更
新を実施する。

①公園施設の定期的な点検及び清掃状況の確
認を行い破損箇所などの早期発見や受託者へ
の指導・助言を行う。
○年度をとおして公園施設の状況確認や愛護会
からの情報提供の協力を要請する。
○10月及び4月に各公園の清掃等の実績を書面
により確認する。
②遊具更新工事の計画的な発注を行う。
○6月までに2公園（植柳新町北児童公園・松高
２号児童公園）の工事を発注し、11月までに完了
する。
○12月までに3公園（古閑下公園・豊原下児童公
園・朝日児童公園）の工事を発注し、年度内に完
了する。

②
課
題

、
特
記
事
項
等

平成28年3月の完成を予定しているこ
とから整備工事の計画的な発注が必
要である。
また、資材及び労務費の単価上昇、経
費率の上昇に伴い、工事費に不足が
生じたため、補正により予算の確保を
行う。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

②
課
題

、
特
記
事
項
等

①公園清掃については、多くの公園が
地元住民により組織された公園愛護
会に委託しているため指導・助言が必
要であり、また、施設の破損箇所の情
報提供など緊密な連携をとる必要があ
る。
②各公園が単年度整備であることか
ら、計画的な工事の発注が必要であ
る。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

①
具
体
的
目
標

都
市
整
備
課
③

①
具
体
的
目
標

　八代市地域防災計画において、龍峯
校区の避難場所とされている施設が
「土砂災害警戒区域指定地区」に指定
されたことから、本公園を整備すること
により龍峯校区の一時避難地としての
役割を果たすと共に、地域のレクレー
ションや憩いの場とする。
　平成27年度では、公園の整備工事を
行い平成28年3月の完成を目指す。

　公園の各施設及び業種ごとに計画的な工事発
注を行う。
○6月までに土木工事を発注する。なお、予算が
不足するため一部、6月補正後発注する。
○7月までにトイレの建築工事及び設備工事を
発注する。
○8月までに照明及び給水設備工事を発注す
る。
○9月までに造園工事を発注する。
○年度内に上記の工事を全て完了する。

①
具
体
的
目
標

①
具
体
的
目
標

①区画整理により、都市計画道路や
地区内道路等の公共施設の整備、ま
た、宅地整備を行うことにより、健全な
市街地形成を図る。
　平成27年度では、物件補償3件及び
地区内道路の整備工事を行い、事業
進捗率75%を目指す。
②事業進捗を図るため、財源の一部と
なる保留地の販売促進に努め、販売
額4,285万円を目指す。

②
課
題

、
特
記
事
項
等

①道路などの基盤整備を行うために
は物件移転の進捗を図ることが重要で
あり、早期の契約を行う必要があり、ま
た、土地の利用価値を高める道路整
備工事の早期発注が必要である。
②保留地の販売については、これまで
公募により土地売買の募集を行ってき
たが、更なる対策が必要である。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

都
市
整
備
課
⑤

八千把地区土地
区画整理事業


